
第58回ヴェネチア・ビエンナーレ国際美術展 
日本館展示帰国展 ｢Cosmo-Eggs｜宇宙の卵」
作品・資料リスト

日本館展示室再現

－	下道基行＋安野太郎＋石倉敏明＋能作文徳
	 «“Cosmo-Eggs｜宇宙の卵”日本館展示室再現》
	 MDFボード、シナ合板、合板、Pタイル、段ボールほか
	 W13,785	x	D17,217	x	H4,200	mm
	 設計：能作文徳
	 グラフィックデザイン：田中義久
	 施工／テクニカル・ディレクション：HIGURE	17-15	cas
	 2020年

	 ＊«“Cosmo-Eggs｜宇宙の卵”日本館展示室再現》
	 構成作品リストは別紙掲載

書割裏

－	｢ヴェネチア・ビエンナーレ国際美術展日本館展示一覧」

壁面01

－	下道基行
	 «津波石#01》2分35秒10、ビデオ（ループ）、2016年
	 «津波石#02》2分08秒08、ビデオ（ループ）、2015年
	 «津波石#03》1分59秒14、ビデオ（ループ）、2017年
	 «津波石#04》9分00秒00、ビデオ（ループ）、2016年
	 «津波石#05》7分14秒21、ビデオ（ループ）、2016年
	 «津波石#06》1分42秒05、ビデオ（ループ）、2018年
	 «津波石#07》5分50秒23、ビデオ（ループ）、2018年
	 «津波石#08》1分36秒23、ビデオ（ループ）、2018年
	 «津波石#09》7分54秒20、ビデオ（ループ）、2018年
	 «津波石#10》7分35秒20、ビデオ（ループ）、2018年
	 «津波石#11》2分26秒08、ビデオ（ループ）、2018年
	 «津波石#12》12分11秒21、ビデオ（ループ）、2019年
	 上記より9点を展示

ガラスケース

－	下道基行「津波石調査ファイル」A4ファイル、2015－2019年
－	安野太郎「宮古島フィールドレコーディング音源
	 (リュウキュウアカショウビン、アジサシの鳴き声など）」音声ファイル、2018年
－	石倉敏明「フィールドノート“COSMO-EGGS	2018－2020	No.1”」
	 B5サイズノート、2018－2019年
－	能作文徳「スタディ模型（バルーン、スクリーン）」模型
	 (スタイロフォーム、紙、木材など）、2018－2019年
－	｢創作神話の文字彫り実験ボード」W450	x	H300	mm、
	 MDFボード、2019年
－	｢フロッタージュ実験」A4コピー用紙、2019年
－	田中義久「“Cosmo-Eggs｜宇宙の卵”公式カタログ	束見本」
	 W235	x	H295	x	D20	mm、束見本、2019年

壁面02

－	｢“Cosmo-Eggs｜宇宙の卵”	制作プロセス・タイムライン」
	 紙にピン留、2020年

壁面03

－	田中義久「“Cosmo-Eggs｜宇宙の卵”ポスター」
	 W698	x	H1,030	mm、紙、2019年
－	能作文徳「“Cosmo-Eggs｜宇宙の卵”日本館展示模型」
1/50模型、2018－2019年

壁面04

－	安野太郎《COMPOSITION	FOR	COSMO-EGGS	
	 “Singing	Bird	Generator”	スコア》
	 W257	x	H357	mm、スコア、2020年
－	安野太郎《COMPOSITION	FOR	COSMO-EGGS	
	 “Singing	Bird	Generator”	
	 さえずり伝達の規則に基づいた、演奏の順序》	
	 W4,650	x	H2,400	mm、紙、2020年
－	下道基行＋安野太郎＋石倉敏明＋能作文徳＋服部浩之
	 «創作神話“Cosmo-Eggs｜宇宙の卵”フロッタージュ》
	 W1,960	x	H970	mm（4点組）
	 和紙、グラファイト
	 文字組デザイン：田中義久
	 制作協力：一本木プロダクション、日本館スタッフ
	 2019年

壁面05

－	｢“Cosmo-Eggs｜宇宙の卵”	制作過程記録映像」
－	｢“Cosmo-Eggs｜宇宙の卵”	展覧会記録映像」
	 撮影・編集：アーカイ美味んぐ
	 2019－2020年

テーブル

－	カタログ『Cosmo-Eggs｜宇宙の卵』W235	x	H295	x	D20	mm、
	 LIXIL出版（日本語版）／Case	Publishing（英語版）、2019年
－	カタログ『Cosmo-Eggs｜宇宙の卵―コレクティブ以後の
	 アート』W182	x	H258	x	D22	mm、torch	press、2020年

日本館展示室再現
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ガラスケース

＊《》は作品を、「」は資料を示す。
＊都合により、展示の内容および順番が異なる場合があります。

第58回ヴェネチア・ビエンナーレ国際美術展
日本館展示帰国展	「Cosmo-Eggs｜宇宙の卵」

会期：2020年6月23日ー10月25日
会場：アーティゾン美術館	5階
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日本館展示室を90％のサイズで再現しています。実際の建築は鉄筋コン
クリート造ですが、コンクリートによるエントランス部分は段ボールで、展示
室は合板などを用いて木造の書割りとして再現されています。また、床の
大理石はPタイルに置き換えられています。建築としては素材が変換され、
抽象化されたある種の複製ではありますが、各作品は日本館とほぼ同一
の構成で配置されています。また、創作神話は英語から日本語に変更さ
れ、壁面に彫られています。

－ 下道基行《津波石》
 映像4点（#04［9分00秒00］、#05［7分14秒21］、#09［7分54秒20］、
 #11［2分26秒08］）／全て固有の周期でループ
 海図、ドローイング（地図、写真、津波石の詳細情報一覧）
 サイズ可変
 2015年 –

 津波により海底から地上へと運びあげられた巨石は津波石と呼ばれま
す。下道は、石垣島で津波石に出会って以来、継続的に調査と撮影を
続け、2019年に初の映像作品《津波石》を発表しました。空間をとりま
く4点の津波石の映像は、それぞれ固有の時間でループする映像です。
奥のガラスケースには、海図上には下道が調査した津波石がプロットさ
れ、12点の津波石の画像の上には津波石の名前や場所、撮影情報な
どが記載されたドローイングを展示しています。

－ 安野太郎《COMPOSITION FOR COSMO-EGGS 

 “Singing Bird Generator”》
 4本のソプラノリコーダー、3本のアルトリコーダー、3本のテナーリコーダー、
 2本のバスリコーダー、ワイヤー、ホース、エアベンチ（バルーン）、
 12のオリジナルマイコン基板“zombie music network (ZMN)”、
 12のアクリル筐体、ソレノイド、LANケーブル、スイッチングハブ
 サイズ可変
 2019年

 安野は《津波石》に応答するように、12本のリコーダーの自動演奏による
楽曲を完成させました。2019年に下道らと訪れた宮古島で出会ったリュ
ウキュウアカショウビンという鳥の鳴き声を主なモチーフに作曲しました。各
リコーダーは頭脳となるマイクロコンピュータを搭載し演奏者して振る舞い、
相互に応答するかたちで音を奏でます。基本的には約1週間でリピート
する構造となっていますが、それぞれのリコーダーの発する音は常に変化
するため、同じ演奏が2度起こることはない、生成変化を続ける音楽です。

－ 石倉敏明《宇宙の卵》
  創作神話（壁面に彫り込んだテキスト）
 サイズ可変
 2019年

 石倉は、下道が撮影を続けてきた津波石が点在する宮古列島や八重山諸
島から、台湾の台東などを実際にフィールドワークし、各地に伝わる津波
などの災害と創世にまつわる神話や民話、伝承を収集し、それらを解体
して再度組み立てることで、3つの異なる部族の共存の物語を描出しま
した。これは、私たちの協働の方法を寓話的にあらわし、そしてアジア
諸地域の共存の可能性を隠喩的に描きだしたものとして読むこともでき
るでしょう。なお、ヴェネチアでは壁に英語で神話を彫りましたが、本展
では日本語に変換されています。

－ 能作文徳《“Cosmo-Eggs｜宇宙の卵”空間設計》
 日本館の建築と各出品作への応答、介入と接続
 サイズ可変
 2019年

 日本館は、2014年に建築家伊東豊雄の設計により大幅に改修された
際に、既存のコンクリート壁面の手前に、MDFボードによる展示用の仮
設壁が設置されました。これらの既存建築に付加された部分や、展示
のために制作したスクリーン機構や什器をすべて、能作は少し緑がかっ
た深いグレーに塗装しました。ところで、スクリーンに取り付けられた大き
な車輪は津波石の可動性を想起させるでしょう。一方で、生物の生存に
必須となる空気を充満させることで成立するオレンジ色のバルーンは、リ
コーダーへと空気を送り出します。無機的な素材のオレンジの膨らみは、
卵や救命ボートなど様々なものを想起させます。

《“Cosmo-Eggs｜宇宙の卵”日本館展示室再現》 
構成作品リスト・解説
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